
　 

   
　
第
六
回
加
東
市
議
会
定
例
会
が
昨
年
十

二
月
六
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
二
日
ま
で

の
十
七
日
間
の
会
期
で
、
平
成
十
八
年
度

各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
十
六
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
の
六
日
に
は
、
議
会
選
出
各
種
委

員
の
報
告
が
行
わ
れ
、
下
表
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
度
各

会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

十
四
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
付
託
を

除
く
十
三
議
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　 　
ま
た
、
一
般
質
問
は
十
五
日
に
行
わ
れ
、

十
一
人
の
議
員
か
ら
当
面
す
る
市
の
行
政

課
題
に
つ
い
て
、
山
本
市
長
な
ら
び
に

増
田
教
育
長
に
対
し
て
、
左
表
の
内
容

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
の
本
会
議
は
二
十
二
日
に
再

開
し
、
委
員
会
付
託
さ
れ
て
い
た
議
案

一
件
に
つ
い
て
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
議
員
提
出
議
案
二
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　 
  

　 
  

　
み
な
さ
ん
、
も
し
も
大
切
な
あ

な
た
の
財
産
が
火
災
・
盗
難
に
よ

る
き
損
や
落
雷
に
よ
る
電
化
製
品

の
破
損
に
遭
え
ば
、
ど
う
し
ま
す

か
。
保
険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

少
し
も
補
て
ん
さ
れ
ま
せ
ん
。
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
短
期
共
済
は
、

少
な
い
掛
金
で
こ
の
よ
う
な
災
害

時
に
新
築
価
額
ま
で
補
償
す
る
一

年
毎
に
更
新
す
る
建
物
共
済
で
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
上
半
期（
四
月
〜

九
月
）の
共
済
事
故
と
な
る
事
故
件

数
は
二
十
九
件
で
、
一
番
多
か
っ

た
の
が
落
雷
に
よ
る
電
化
製
品
の

破
損
で
二
十
件
、
次
に
多
か
っ
た

の
が
盗
難
に
よ
る
建
物
の
き
損
で

五
件
、
火
災
に
よ
る
共
済
金
の
支

払
い
は
、
三
件
で
し
た
。 

　
誰
も
災
難
に
遭
う
こ
と
を
予
期

し
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
も
災
難
に

遭
っ
た
と
き
に「
あ
あ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
建
物
共
済
に
入
っ
て
い
て
、

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
日

頃
か
ら
災
難
に
備
え
、
建
物
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
　 

 

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
損
害
共

済
は
、
少
な
い
掛
金
で
ワ
イ
ド
に

補
償
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
農
機

具
の
保
険
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
だ
け
で
、

継
続
申
込
特
約（
加
入
期
間
が
2
年

以
上
の
場
合
に
適
用
）
で
さ
ら
に
掛

　 

　 　 
 

　 金
が
割
安
に
な
り
ま
す
。 

　
加
入
で
き
る
機
種
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
耕
う
ん
機
、

田
植
機
、
乾
燥
機
な
ど
で
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
上
半
期（
四
月
〜

九
月
）の
共
済
事
故
と
な
る
件
数
は

三
件
で
、
事
故
の
種
類
は
、
接
触

事
故
・
コ
ン
バ
イ
ン
の
ク
ロ
ー
ラ

ー
切
断
と
い
っ
た
も
の
で
す
。 

　
集
落
あ
る
い
は
、
営
農
組
合
で

所
有
・
管
理
し
て
い
る
も
の
、
共
同

所
有
の
も
の
も
加
入
で
き
ま
す
。 

　
墜
落
、
転
覆
、
接
触
、
火
災
、
風
水

害
、
物
体
の
落
下
、
地
す
べ
り
、
盗

難
な
ど
が
対
象
と
な
り
、
消
耗
部

品
の
み
に
生
じ
た
損
害
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
遭
う
前
に

農
機
具
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
　 

　
　
　
　 

　
二
月
中
に
地
元
の
農
会
役
員
さ

ん
に
推
進
に
回
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
新
規
に
ご
加
入
し
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
、
地
元
農
会
長
様
に

ご
連
絡
い
た
だ
き
、
ご
加
入
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
お
問
い
合
わ
せ 

 

　
建
物
・
農
機
具
共
済
の
加
入
や

支
払
い
に
関
し
て
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
小
野
加
東
広
域
事
務
組
合
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N
O
S
A
I
の
農
機
具
損
害
共
済 

N
O
S
A
I
の
建
物
共
済 

加
東
市
議
会
十
二
月
定
例
会 

①いじめ問題について　②兵庫教育大学との連携について　
③旧町ごとに行われているイベントについて  
①平成１９年度から始まる経営所得安定対策に行政としての取り
組みと対応を聞く　②東条ニュータウンの企業誘致と道の駅周辺の
大規模駐車場の整備の必要性について　③東条ニュータウンに交
通機関、中国ハイウェイのバス停留所の設置の必要性について　
④加東市内の自転車歩道未設置区域の調査と危険度の高い地域
へは早期に設置計画を　⑤旧東条町松沢－小野市池田間の新橋の
架け替えについて　⑥情報公開として貸借対照表の公開は  
①「加東市を変えたい」と思う市民の広がりにこたえているか
（公立社総合病院の体制整備、巡回コミュニティバス運行）　②新
年度予算編成方針の着眼点は何か。財政の硬直化の緩和に寄
与しているか　③役所の仕事入札を「価格入札」から「政策入札」
に転換することが時代的要請ではないか　④新年度本格化す
る国の農政改革に呼応する担い手育成対策と行政指導を問う  
①滝見橋の付け替えなどについて  
①加東市行政サービス評価アンケートについて　②“山よし！
技よし！文化よし！夢がきらめく☆元気なまち　加東”加東市の
キャッチフレーズについて　③特別指定区域制度について  
①平成１９年度予算編成に臨む山本市長の政治姿勢について　②「乳
幼児医療費無料化」と加東市福祉医療費助成制度の関連につ
いて　③加東市における国民健康保険、介護保険の対応の実態に
ついて　④公立社総合病院と後発医薬品使用の関連について
　⑤加東市の公害対策について  
①加東市の総人口に占める高齢者の割合と独居高齢者に対す
る支援策について　②介護認定の要支援認定者に対する支援
策について　③介護認定の公平性確保と訪問調査員の資質向上
について　④高齢者福祉に対する市長の見解を問う  
①百円バスの運行について　②行政のスリム化について　③広
報紙について  
①東条ニュータウン“インターパーク”への企業誘致について
②滝野梶原線の建設について（滝見橋）　③“座の浜”（通称）の復
興について（上滝野地区）  
①都市計画について　②コミュニティビジネスの育成について
　③放課後子どもプランについて  
①兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）について　②ブッ
クスタート事業の廃止について　③小中学校の内装木質化の推
進について 

質　問　者 

小 紫 泰 良　議員 

橋 本 嘉 郎　議員 

松 本 　 学　議員 

桑 村 繁 則　議員 
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青少年問題協議会 

藤 田 靖 夫  
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建
物
・
農
機
具
共
済
の 

　
　
　
一
斉
推
進
の
お
願
い 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
短
期 

　  

（
一
年
毎
の
更
新
）共
済 

〜
ム
ダ
の
な
い
加
入
の
仕
方
〜 

N
O
S
A
I
の
建
物
共
済 

安心のネットワーク 


